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M16b 科学衛星「ようこう」SXTによるプロミネンス突然消失の定量解析
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我々は Hawaii Univ. の Mees Solar Observatory の Hα コロナグラフで観測されたプロミネンス突然消失
(disparition brusque)のデータを用い、それらを eruptive prominence, quasi-eruptive prominence, disappearing
prominence, の 3つに分類してきた。eruptive prominence は Hα の観測でフィラメントの物質がコロナ上層ま
で吹き飛ばされる現象、disappearing prominence は上昇せずに流れ落ちるようにフィラメント物質が消えるプ
ロミネンスの分類であり、それらに対して、quasi-eruptive prominence は一旦物質が上昇した後に流れ落ちるよ
うに消えていく現象である。96年春季年会では、注目したプロミネンス上昇のイベント 10例をようこう SXT
データとの重ね合わせによる形状的な比較を行い、eruptive prominence と quasi-eruptive prominence に対し
て、周囲の軟X線ループに 増光、カスプの発生等の特徴的な構造が見られたことを発表した。
注目した 10例のイベントのうち 7例について軟X線の強度の時間変化を調べた所、eruptive prominence 3例、

quasi-eruptive prominence 1例について Hα でのプロミネンスの形状変化にともなう軟 X線強度の増加を確認
した。それらのイベントでの Hα での形状変化から軟X線強度の最大までの時間間隔は 1～3時間であった。発
表では、Hα フィラメント及び対応する軟 X線ループの高度の時間変化などの定量解析の結果を併せて報告し、
上昇プロミネンスと周囲の磁気ループとの相互作用について議論する。


